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９
条
世
界
会
議
で
話
し
合
わ
れ
た 

 

戦
争
の
な
い
世
界
へ
！ 

 
昨
年
の
５
月
、
千
葉(

幕
張
メ
ッ
セ)

、
仙
台
、
大

阪
、
広
島
の
４
ヶ
所
で
９
条
世
界
会
議
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
５
月
３
日
～
５
日
の
３
日
間
で
予
想
を
超

え
る
３
万
人
以
上
の
人
た
ち
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
の
市
民
社
会
が
も
つ
「
９
条
の
底
力
」
が
発
揮

さ
れ
た
出
来
事
で
し
た
。 

 
 

９
条
世
界
会
議
は
ま
た
、
世
界
の
平
和
運
動
の
新

し
い
扉
を
開
き
ま
し
た
。
海
外
か
ら
は
４
１
ヶ
国
・

地
域
か
ら
約
２
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
受
賞
女
性
の
会
が
賛
同
し
、
国
連
の
現
職

部
長
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
て
き
ま
し
た
。
会
議
の

宣
言
や
声
明
は
世
界
の
指
導
者
に
届
け
ら
れ
、
参
加

者
ら
は
感
動
に
そ
れ
ぞ
れ
職
場
に
戻
り
ま
し
た
。 

富士・九条の会ニュース 

戦争を廃絶させるための９条世界宣言 

 

日
本
国
憲
法
９
条
は
、
戦
争
を
放

棄
し
、
国
際
紛
争
解
決
の
手
段
と
し

て
武
力
に
よ
る
威
嚇
や
武
力
行
使

を
定
め
て
い
る
と
と
も
に
、
軍
隊
や

戦
力
の
保
持
を
禁
止
し
て
い
る
。

 

こ
の
よ
う
な
９
条
は
、
単
な
る
日

本
だ
け
の
法
規
で
な
い
。
そ
れ
は
、

国
際
平
和
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
機

能
し
、
世
界
の
平
和
を
保
つ
た
め
に

他
の
国
々
に
も
取
り
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
９
条
世
界

会
議
は
、
戦
争
の
廃
絶
を
め
ざ
し

て
、
９
条
を
人
類
の
共
有
財
産
と
し

て
支
持
す
る
国
際
運
動
を
つ
く
り

あ
げ
、
武
力
に
よ
ら
な
い
平
和
を
地

球
規
模
で
呼
び
か
け
る
。 

〔
提
言
１
３
〕 

日
本
の
憲
法
９
条
や
コ
ス
タ
リ

カ
憲
法
１
２
条
の
よ
う
な
平
和
条

項
を
憲
法
に
盛
り
込
む
こ
と
な
ど

を
通
じ
て
、
戦
争
お
よ
び
、
国
際
紛

争
解
決
の
た
め
の
武
力
に
よ
る
威

嚇
と
武
力
の
行
使
を
放
棄
す
る
。 

○
と
き 

４
月
２
５
日(

土)
 

 
 
 
 
 

１
３
時
３
０
分
～
１
６
時 

○
と
こ
ろ 

ラ
・
ホ
ー
ル
富
士 

○
内
容 

 

 

 

 

※
１
３
時
１
０
分
よ
り
前
半
を
上
映
し
て
い
ま
す 

 

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
映
像(

２
０
分)

 

 

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム 

(

８
０
分)

 

 

世
界
の
紛
争
と
非
暴
力 

核
時
代
と
９
条 

 

ア
ジ
ア
の
中
の
９
条 

環
境
と
平
和
を
つ
な
ぐ 

 

平
和
を
創
る
女
性
パ
ワ
ー 

９
条
の
危
機
と
未
来 

 

▲
良
知
勝
平
さ
ん
の
話
し 

 
 

ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
で
世
界
を
巡
っ
て 

 

  

 

憲
法
９
条
を
守
り
・
生
か
し
・
広
げ
よ
う
！

９
条
世
界
会
議
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
会 家族・知り合いの人に声

をかけ参加しましょう！ 

 

富
士
市
内
各
地
で
鑑
賞
会 

 

９
条
世
界
会
議
に
は
、
富
士
市
内
か
ら
バ

ス
で
４
３
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
会
議
の
記
録
は
、
本
や
ビ
デ
オ
に
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。
８
月
か
ら
今
ま
で
市
内

で
１
０
回
の
鑑
賞
会
を
開
き
、
１
０
０
名
以

上
の
人
に
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 



  

 

 １９９２年、立命館大学の教学理念『平和と民主主

義』を具体化するとともに、同大学が蓄積してきた平

和教育・平和研究を発展させるために設立されまし

た。入場口の手塚治虫の漫画作品から『火の鳥』のレ

リーフと『わだつみ像』が設置されています。大学では

太平洋戦争の開戦日になる１２月 8 日に、わだつみ像

の前に集まって『不戦のつどい』と呼ばれる集会が行

われます。 

世界で初めての大学設立博物館立命館国際平和ミュージアム 

「十五年戦争」と「現代の戦争」をテーマとして、

戦時下の日本の生活の復元、アメリカ軍が計画し

ていたとされる京都市への原爆投下シュミレーシ

ョンや冷戦を含む現代の戦争と平和の努力の資料

が常設展示されています。２００７年「国際メデ

ィア資料室」と「平和をもとめて」をテーマとす

る展示室が増設され、「無言館」などがあります。

京都に来た修学旅行生も訪れています。 

「
わ
だ
つ
み
像
」
に
出
会
え
た 

加
藤
久
延 

 

一
月
一
七
日
、
富
士
市
民
劇
場
の
京
都
南
座
「
出
雲
の
阿
国
」
観
劇
ツ
ア
ー
に
参

加
し
て
ホ
テ
ル
に
着
い
た
の
が
、
一
時
半
、
開
演
は
四
時
、
さ
て
何
を
し
よ
う
か
と

迷
っ
て
い
る
時
、
伊
藤
さ
ん
に
立
命
館
の
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
行
こ
う
と
誘
わ
れ

た
。「
立
命
館
？
も
し
や
わ
だ
つ
み
の
像
に
会
え
る
か
も
」
早
速
タ
ク
シ
ー
に
同
乗
し

て
出
か
け
た
。「
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
玄
関
に
入
っ
て
す
ぐ
右
の
階
段
が
あ

っ
た
！
昔
写
真
で
何
回
も
お
目
に
か
か
っ
た
わ
だ
つ
み
の
像
が
両
手
を
胸
の
前
に
挙

げ
身
悶
え
し
て
立
っ
て
い
た
。 

  

五
十
数
年
前
、
私
は
学
生
で
「
わ
だ
つ
み
会
」
に
入
会
し
て
い
た
。
わ
だ
つ
み
の

像
は
反
戦
の
象
徴
で
あ
り
、
会
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
当
時
、
東
大
が
こ
の
像

の
建
立
を
拒
否
し
た
こ
と
に
私
は
怒
り
、
立
命
館
大
の
末
川
博
総
長
が
引
き
受
け
た

こ
と
に
拍
手
を
お
く
っ
た
。
な
ぜ
東
大
が
拒
否
し
た
の
か
。 

 

「
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
」
と
い
う
本
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
こ
の
本
は
一
九
四

九
年
東
大
協
同
出
版
部
が
出
し
た
本
で
、
学
業
半
ば
戦
争
に
駆
り
出
さ
れ
戦
死
し
た

学
生
の
手
記
を
集
め
た
も
の
で
す
。「
わ
だ
つ
み
」
と
は
海
の
神
様
の
こ
と
。
題
名
は
、

  

な
げ
け
る
か
い
か
れ
る
か 

は
た
も
だ
せ
る
か 

  
 

き
け 

は
て
し
な
き 

わ
だ
つ
み
の
こ
え 

  

か
ら
採
っ
た
も
の
。
像
は
本
郷
新
が
こ
の
想
い
を
具
象
化
し
て
一
九
五
〇
年
に
創

作
し
た
も
の
で
、
初
め
東
大
構
内
に
建
て
よ
う
と
し
た
が
「
裸
の
像
は
建
て
た
こ
と

が
な
い
」
と
い
う
の
が
拒
否
の
理
由
だ
っ
た
。
東
大
に
は
美
術
を
解
す
る
人
は
い
な

か
っ
た
？
？ 

  

実
は
こ
の
裏
に
は
次
の
よ
う
な
理
由
が
あ
っ
た
。
一
九
五
〇
年
と
い
う
年
は
ど
う

い
う
年
か
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
日
本
は
ま
だ
占
領
下
で
朝
鮮
戦
争
が
始
ま
っ
た
年
だ
。

進
駐
軍
の
意
向
は
絶
対
で
、
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
が
行
わ
れ
、
の
ち
に
自
衛
隊
に
な
る
警

察
予
備
隊
が
で
き
た
年
だ
。
ア
メ
リ
カ
で
は
例
の
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
旋
風
が
吹
き
荒
れ

た
の
も
こ
の
年
だ
っ
た
。
東
大
は
こ
の
反
動
の
嵐
に
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

の
だ
と
思
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く 

 



 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 

 
 

        

す
。 

 
 
 

 

Ｓ
Ｕ
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
の
会 

 
 

平
野
久
子 

       
 
 

 
 

 

       

 

ピースボート世界一周の旅に参加して 

ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
と
は
？ 

ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
は
「
あ
な
た
と
私
の
斬
新
な
発

想
、
と
も
に
作
る
ク
ル
ー
ズ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

集
ま
っ
た
好
奇
心
と
行
動
力
が
あ
る
若
者
が
、
大

型
客
船
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
、
ア
ジ
ア
は
も
ち
ろ

ん
世
界
各
地
へ
の
ク
ル
ー
ズ
を
企
画
し
て
い
る
Ｎ

Ｇ
Ｏ
で
す
。 
地
球
市
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
目

標
に
、
１
９
８
３
年
か
ら
今
年
ま
で
２
１
回
の
ク

ル
ー
ズ
を
企
画
、
８
０
ヶ
国
以
上
の
世
界
の
港
を

訪
問
し
ま
し
た
。
今
ま
で
乗
船
し
た
人
も
の
べ
１

０
，
０
０
０
名
を
越
え
る
ほ
ど
で
す
。 

 

 

良
知
さ
ん
は
、
昨
年
５
月
開
催
さ
れ
た
９
条
世

界
会
議
に
富
士
か
ら
参
加
さ
れ
、
そ
の
１
週
間
後

ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
で
世
界
を
巡
っ
て
き
ま
し
た
。 

 
 

船
内
の
日
常
生
活 

次
の
寄
港
地
ま
で
、「
水
先
案
内
人
」(

ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
カ
メ
ラ
マ
ン
、
画
家
な

ど
で
平
和
に
関
心
を
持
つ
有
名
な
ひ
と
た

ち)

の
講
演
が
あ
っ
た
り
、
ま
た
、
乗
客
仲

間
賀
が
サ
ー
ク
ル
を
作
っ
て
申
請
し
た
自

主
企
画
な
ど
あ
っ
て
、
参
加
し
ま
す
。
客

の
年
齢
は
中
学
一
年
か
ら
９
９
歳
ま
で
と

大
変
幅
が
広
い
で
す
。 

水
先
案
内
人 

 
 

ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
に
は
、
各
分
野
で
活

躍
し
て
い
る
人
た
ち
が
、
途
中
か
ら
乗
船

し
て
講
演
し
た
り
、
日
常
生
活
は
乗
客
と

一
緒
に
過
ご
し
、
食
事
の
と
き
や
デ
ッ
キ

で
講
演
の
質
問
を
受
け
た
り
、
雑
談
を
楽

し
み
ま
し
た
。
印
象
に
残
っ
た
の
は
エ
ベ

レ
ス
ト
女
性
初
登
頂
の
田
部
井
淳
子
さ

ん
、
ベ
ト
ナ
ム
で
「
夕
鶴
」
を
公
演
し
た

演
出
家
の
由
布
木
一
平
さ
ん
、
彼
は
二
ヶ

月
間
朗
読
劇
を
指
導
し
て
く
れ
、
最
後
の

発
表
会
は
大
変
盛
り
上
が
っ
た
。
ア
イ
ヌ

の
伝
統
舞
踊
、
歌
な
ど
の
伝
承
・
普
及
に

努
め
て
い
る
酒
井
美
直
さ
ん
。
「
人
と
自

然
の
共
生
」
が
モ
ッ
ト
ー
の
世
界
遺
産
運

動
に
携
わ
り
、
そ
の
保
護
啓
蒙
に
努
め
て

い
る
城
戸
一
夫
さ
ん
な
ど
。 

５月１４日横浜港出港→シンガポール→エジプト

→スペイン→ノルウェー→グリーンランド→ニュ

ーヨーク→パナマ→グアテマラ→バンクーバー→

アラスカ→９月４日横浜港帰港 

 

 

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
） 

 

さ
ら
に
一
九
五
三
年
、
京
都
に
運
ば
れ
た
像
は
、
警
察

官
に
阻
止
さ
れ
、
学
生
が
負
傷
す
る
と
い
う
事
件
も
あ
り
、

わ
だ
つ
み
の
像
が
幾
多
の
受
難
を
経
て
今
こ
こ
に
落
ち
着

い
た
姿
を
佇
立
し
て
い
る
の
は
、
戦
後
の
平
和
運
動
の
歴

史
の
姿
を
如
実
に
表
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
平
和

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
一
五
年
戦
争
の
惨
禍
と
現
代
の
戦
争
の

実
態
、
さ
ら
に
平
和
創
造
ま
で
豊
富
な
資
料
が
テ
ー
マ
別

に
展
示
さ
れ
て
い
て
、
ゆ
っ
く
り
見
た
か
っ
た
が
時
間
に

追
わ
れ
、
思
い
残
し
て
帰
っ
て
き
た
。
こ
の
構
内
に
長
野

の
無
言
館
の
分
室
も
あ
っ
た
こ
と
は
後
で
知
っ
た
。
ち
な

み
に
こ
の
「
立
命
館
大
学
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
初
代
館

長
は
全
国
九
条
の
会
の
呼
び
か
け
人
で
昨
年
一
二
月
五
日

に
亡
く
な
わ
れ
た
加
藤
周
一
さ
ん
で
す
。 

 

海
外
か
ら
見
た
憲
法
９
条 
 

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
は
舞
台
で
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
の
若
者
が

２
０
人
ほ
ど
で
力
強
い
９
条
ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
現
地
の
市
長
の
挨
拶
が
あ
り
、「
日
本
の
憲
法
９

条
は
世
界
に
類
の
な
い
素
晴
ら
し
い
憲
法
で
す
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。「
活
憲
の
時
代
」
の
中
で
、
私
の
印
象
に
残
っ

て
い
る
の
は
ア
フ
リ
カ
沖
の
島
カ
ナ
リ
ー
諸
島
に
は
「
ヒ

ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
広
場
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
当

時
の
市
長
が
平
和
で
頭
に
浮
か
ん
だ
の
が
日
本
の
憲
法
９

条
で
あ
り
、
石
碑
に
憲
法
９
条
の
条
文
を
書
き
入
れ
広
場

に
た
て
た
と
の
こ
と
で
す
。 

三
島
市 

良
知
勝
平 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

‘映画の力,で平和憲法を生かそう 

日本の青空Ⅱ～いのち輝く里 
 

 

大
澤 

豊
監
督
語
る 

 

岩
手
県
の
寒
村
“
沢
内
村
”
は
「
自
分
た
ち

の
命
を
守
っ
た
村
で
あ
り
、
深
沢
晟
雄
村
長
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
に
、
村
民
総
ぐ
る
み

で
半
ば
諦
め
て
い
た
“
豪
雪
・
多
病
・
貧
困
”

と
い
う
三
悪
に
立
ち
向
か
い
、
見
事
に
克
服
し

た
村
で
あ
る
。 

 

人
間
の
生
命
に
格
差
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
、
だ
れ
も
が
「
健
や
か
に
生
ま
れ
、
育
ち
、

老
い
る
」
理
念
を
持
っ
た
“
生
命
行
政
”
に
徹

し
た
深
澤
村
政
は
、
全
国
の
自
治
体
で
初
め
て

６
０
歳
以
上
の
村
民
と
乳
児
の
医
療
費
を
無
料

化
し
、
や
が
て
全
国
初
の
乳
児
死
亡
率
“
ゼ
ロ
”

の
偉
業
を
達
成
す
る
。 

 

い
ま
、
多
く
の
国
民
が
怒
り
、
廃
止
を
求
め

て
い
る
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が
、
い
か

に
非
人
間
的
な
老
人
い
じ
め
の
制
度
で
あ
る
か

が
判
る
よ
う
な
、
同
時
に
、
国
民
の
生
存
権
を

保
証
し
て
い
る
憲
法
２
５
条
の
輝
き
が
増
す
よ

う
な
映
画
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

 

富
士
で
の
上
映
取
組
み 

 

１
月
２
６
日
、
静
岡
市
で
『
映
画
日
本
の

青
空
Ⅱ
』
を
支
援
す
る
静
岡
の
会
・
結
成
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
大
澤 

豊
監
督
も
お

越
し
い
た
だ
き
、
映
画
上
映
に
つ
い
て
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
月
か
ら
撮
影
が
開
始

さ
れ
、
完
成
は
６
月
の
予
定
で
す
。 

 

前
回
富
士
で
は
「
日
本
の
青
空
を
上
映
す
る
会
」

が
主
催
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
「
日
本

の
青
空
Ⅱ
」
に
つ
い
て
は
「
上
映
す
る
会
」
が
母
体

と
な
り
、
各
団
体
等
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
医
療
・
福
祉
関
係
の

方
に
参
加
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

４
月
に
入
っ
た
ら
「
上
映
す
る
会
」
を
再
開
し 

上
映
日
時
・
会
場
等
決
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
お
申
し
で
く
だ
さ

い
。 

   

ジェームス三木さんの富士宮での講演 

○とき ４月２９日(水) 

    １３時３０分開会 

○ところ 富士宮市民文化会館 

○講演 「憲法と私」 

○参加費 ５００円 

  希望者は事務局へお申しでくだ

さい 

【主な作品】 
映画 「さらば夏の光よ」

 「ふりむけば愛」 
 「善人の条件」 
舞台 「翼をください」

 「真珠の首飾り」 
 「つばめ」「坊ちゃん」

小説 「八代将軍吉宗」

 「憲法はまだか」 

世話人会のお知らせ 
○ とき ５月２０日(水) 

① １４時００分～１６時００分 

コープしずおか中島店 

② １８時３０分～２０時３０分 

ラ･ホール富士 

○内容 「日本の青空Ⅱ」・総会・ 

    戦争展など 
 
ニュース２６号の原稿を４月３０日

までにお寄せ下さい 

ＮＨＫ クローズアップ現代 
『生命を賭けた対論～ 

沢内病院の苦悩』 
       １９９２年度製作 

 沢内村の深沢晟雄村長が活躍されたのは 50

年も前のことです。テレビで放映されたり、本

も出版されています。平和を守ることと人間の

生存とは密接な関係あります。「日本の青空Ⅱ」

の上映前に各地域や職場で、鑑賞会のできると

ころは計画して下さい。もし、日時・場所が決

まりましたら事務局にご連絡ください。 




